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　令和元年第２回（６月）定例会は、令和元年６月 14
日に開会し、７月５日までの 22 日間の会期で開催され、
正副議長及び一部事務組合議会議員の選挙並びに常任委
員会等の委員の選任を行いました。　
　また、「令和元年度一般会計補正予算」など、市長提
出議案９件を全て原案のとおり可決しました（人事案件
については、同意または異議なし）。このほか、市長専
決処分事項など６件の報告を受けたほか、議員提出案件
１件（意見書）を可決しました。
　本定例会では、６月 25 日～ 27 日の３日間にわたり、
11 人の議員が一般質問に立ちました。

1

発行 / 田辺市議会　　編集 / 広報委員会　

田辺市議会だより
令和元年

（２０１９年）

8 月号

第２回（６月）定例会
令和元年度一般会計補正予算などを可決

目　次

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

7 月 18 日　「全国森林環境税創設促進議員連盟 第 26 回定期総会」（田辺市文里）



－　－2

議会構成が決まりました
   議　　長　　　　　　　　　   　　   副 議 長  

  安達　克典　議員　　　　　　　　　　  　   陸平　輝昭　議員　

常任委員会として、総務企画委員会、産業建設委員会、文教厚生委員会、広報委員会を

設置しています。

常任委員会は議会に常設され、担当する事務の調査、議案・請願の審査を行います。

議会運営委員会
議会の円滑な運営を図るために設置しています。
各会派から選ばれた委員が議会の日程や議案の取り扱いについて協議するほか、
必要に応じて議案及び請願の審査も行います。（定数８人）

（◎は委員長　○は副委員長）

　　◎二葉　昌彦　　　○宮井　　章　　　　柳瀬　理孝　　　　浅山　誠一
　　　久保　浩二　　　　尾花　　功　　　　安達　幸治　　　　佐井　昭子　

総務企画委員会
【所管事項】
企画部・総務部・会計課・消防本部、消防署及び消防団・選挙管理委員会・公平委員会・
監査委員・固定資産評価審査委員会等に関する事項及びその他の委員会の所管に属し
ない事項（定数８人）
（◎は委員長　○は副委員長）

　　◎橘　　智史　　　○福榮　浩義　　　　松上　京子　　　　前田　佳世
　　　宮井　　章　　　　二葉　昌彦　　　　安達　克典　　　　出水　豊数　

産業建設委員会
【所管事項】
商工観光部・農林水産部・建設部・水道部・農業委員会の所管に関する事項（定数７人）
（◎は委員長　○は副委員長）

　　◎尾花　　功　　　○浅山　誠一　　　　川﨑　五一　　　　北田　健治　　　
　　　市橋　宗行　　　　安達　幸治　　　　小川　浩樹　　　　　
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広報委員会
 【所管事項】
議会の広報に関する事項（定数 7 人）
　（◎は委員長　○は副委員長）

　　　◎安達　幸治　　○松上　京子　　　　柳瀬　理孝　　　　前田　佳世
　　　　宮井　　章　　　中本　賢治　　　　出水　豊数　

文教厚生委員会
【所管事項】
市民環境部・保健福祉部・教育委員会の所管に関する事項（定数７人）
　（◎は委員長　○は副委員長）

　　◎久保　浩二　　　○柳瀬　理孝　　　　髙田　盛行　　　　塚　　寿雄
　　　佐井　昭子　　　　中本　賢治　　　　陸平　輝昭　

◆公立紀南病院組合議会（８人）
　川﨑　五一　    橘　　智史　　安達　克典　　
　塚　　寿雄　　佐井　昭子　    中本　賢治　　
　出水　豊数　　陸平　輝昭

◆田辺周辺広域市町村圏組合議会（７人）
　久保　浩二　　北田　健治　　尾花　　功　　
　二葉　昌彦　　安達　克典　　小川　浩樹　　
　陸平　輝昭

◆田辺市周辺衛生施設組合議会（６人）
　柳瀬　理孝　　浅山　誠一　　福榮　浩義　　
　市橋　宗行　　安達　克典　　佐井　昭子

◆富田川衛生施設組合議会（４人）
　松上　京子　　川﨑　五一　　髙田　盛行　
　出水　豊数

◆富田川治水組合議会（４人）
　前田　佳世　　宮井　　章　　安達　幸治
　佐井　昭子

◆上大中清掃施設組合議会（４人）
　福榮　浩義　　二葉　昌彦　　安達　幸治
　陸平　輝昭

◆紀南環境衛生施設事務組合議会（２人）
　宮井　　章　　塚　　寿雄

◆紀南環境広域施設組合議会（８人）
　松上　京子　　柳瀬　理孝　　久保　浩二
　橘　　智史　　尾花　　功　　安達　克典
　小川　浩樹　　中本　賢治

◆和歌山県後期高齢者医療広域連合議会
　（１人）
　橘　　智史

一部事務組合議会議員の選出
※一部事務組合とは、２つ以上の自治体が共同
で事務を行うために設置した特別地方公共団体

（地方公共団体の組合）です。

新庁舎整備及びまちづくり等特別委員会
　【所管事項】
　新庁舎に求められる機能、庁舎のあり方等に関する調査及び市街地におけるまちづく
　り、基盤整備等に関する調査について（定数８名）
　　（◎は委員長　○は副委員長）　　※副委員長、委員の構成に一部変更があります。

　　　　◎佐井　昭子　　○髙田　盛行　　　　川﨑　五一　　　　北田　健治
　　　　　尾花　　功　　　二葉　昌彦　　　　市橋　宗行　　　　安達　幸治
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件　　名 議決結果

２定議案第１号 田辺市重度障害者等医療費の支給に関する条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

２定義案第２号 田辺市観光案内所条例の一部改正について

２定議案第３号 田辺市火災予防条例及び工業標準化法の一部改正に伴う関係条例の整理
に関する条例の一部改正について

２定議案第４号 物品購入契約の締結について

２定議案第５号 令和元年度田辺市一般会計補正予算（第２号）

２定議案第 6 号 教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同意
（全会一致）２定議案第 7 号 公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて

２定議案第８号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 異議なし
（全会一致）

２定議案第９号 監査委員の選任につき同意を求めることについて 同意（全会一致）

２定発議第１号 米軍基地負担の軽減を求める意見書の提出について 原案可決
（全会一致）

議決結果 令和元年第２回（６月）定例会

米軍基地負担の軽減を求める意見書
　日米安全保障体制は、国民の生命・財産や領土・領海等を守るために重要であるが、米軍基地の存在が、
航空機騒音、米軍人等による事件・事故、環境問題等により、基地周辺住民の安全安心を脅かし、基地所在
自治体に過大な負担を強いている側面がある。
　全国的に米軍基地の整理・縮小・返還が進んでいるものの、沖縄県における米軍専用施設の基地面積割合
は全国の７割を占め、依然として極めて高い。
　日米地位協定は、締結以来一度も改定されておらず、補足協定等により運用改善が図られているものの、
国内法の適用や自治体の基地立入権がないなど、我が国にとって、依然として十分とは言えない。
　米軍基地は、防衛に関する事項であることは十分認識しつつも、各自治体住民の生活に直結する重要な問
題であることから、何よりも国民の理解が必要であり、国におかれては、国民の生命・財産や領土・領海等
を守る立場からも、以下の事項について、積極的に取り組むべきである。

記

１．米軍機による低空飛行訓練等については、国の責任で騒音測定器を増やすなど必要な実態調査を行うと
　ともに、訓練ルートや訓練が行われる時期について速やかな事前情報提供を必ず行い、関係自治体や地域
　住民の不安を払拭した上で実施されるよう、十分な配慮を行うこと。
２．日米地位協定を抜本的に見直し、航空法や環境法令などの国内法を原則として米軍にも適用させることや、
　事件・事故時の自治体職員の迅速かつ円滑な立入の保障などを明記すること。
３．米軍人等による事件・事故に対し、具体的かつ実効的な防止策を提示し、継続的に取組みを進めること。
　また、飛行場周辺における航空機騒音規制措置については、周辺住民の実質的な負担軽減が図られるため
　の運用を行うとともに、同措置の実施に伴う効果について検証を行うこと。
４．施設ごとに必要性や使用状況等を点検した上で、基地の整理・縮小・返還を積極的に促進すること。

米軍基地負担の軽減を求める意見書を可決

第２回（６月）定例会では、次の意見書を可決し、市議会の意思として、国会や関係機関に提出しました。
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一 般 質 問

議  森林作業道の管理不足のため、山が
荒れている。作業道の工法についてどの
ように考えているか。また、山の荒廃を
防ぐためには架線集材機の普及、技術者
の育成が考えられるがどうか。
市  近年多発する豪雨に伴い、作業道の
土砂が流出することによる農業や漁業関
係者への影響が危惧されている。このた
め、架線集材の普及が期待されているお
り、県では若手の育成を行っている。今
後、周囲の環境や住民生活の影響にも配
慮し、適切な施業方法を選択していくよ
う関係者の意識醸成を図っていきたい。

議 太陽光発電施設の増加と建設計画につ
いて、市と景観保全審議会の考え方は。
また、住民参画による景観づくりについ
て市の受け止め方はどうか。
市  太陽光発電施設の増加による周辺景観
への悪影響を大いに危惧しており、これ
以上景観が損なわれないよう、修景等に
より今以上に良好な景観形成に取り組む
事が望ましいと考える。住民参画の景観
づくりについては、制度の周知に努める
とともに、住民が主体となり景観保全が
進められることで、多様で良好な景観が
次代に継承されるものと考えている。

これからの林業について
　　　　　　　　安達幸治議員

世界遺産熊野古道の周辺整備と景
観保全ついて　　　宮井   章議員

※    

は
議
員
か
ら
の
質
問
・
意
見
、　  

は
市
当
局
の
答
弁
を
表
し
て
い
ま
す
。

市

議

　

議  雨水流出解析調査結果から考えられ
る万呂地域の浸水・冠水対策の方針は。
市  中万呂、下万呂の当該区域では、既
存水路断面の狭あいな場所が計３カ所あ
り、３ブロックに分けて対策が必要であ
る。方法としては、雨水調整池や新設水
路、ポンプ場の設置等が考えられる。調
査結果を基に事業効果、事業期間、事業
費等を総合的に検証し、関係機関と協議
の上、今後の対応について検討していく。
議  早期実現をお願いするとともに、市
全体の浸水・冠水対策も見越し、まずは
排水ポンプ車の導入を検討していただき
たい。

万呂地域における浸水・冠水問
題について　　　浅山誠一議員

※
編
集
の
方
針
上
、「
～
だ
」「
～
で
あ
る
」
と
い
っ
た
文
体
に
統
一
し
て
い
ま
す
。

議  定員に空きのある学童保育所で、希
望が強い４年生を受け入れられないか。
市  通年で対象学年を拡充すると、長期
休暇中のみの利用者に影響するので慎重
な検討が必要である。
議  突発的な事情で子供を預けたい時が
ある。雨天時の遊びにも使える屋内遊び
場を設置して、就学前の子供の一時預か
り事業はできないか。
市  ニーズがあることは認識しているが、
需要の動向を見極めたい。
議  病児・病後児保育所については、広域利用
も視野に入れ新たな場所での増設を求める。
市  市内の開業医の状況などを把握しな
がら、周辺町村との広域連携についても
研究・検討したい。

子育て支援策の充実について 
　　　　　　　　前田佳世議員
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議  龍神村柳瀬～中辺路町栗栖川間や中
辺路町大内川～下川下間などでは、通学
や通院の需要がある。他の路線の日曜日
の予約運行を含め、ニーズについて把握
しているのか。また、それらのニーズに
対応していく考えはあるのか。
市  「公共交通網形成計画」策定に当たり
アンケートや意見交換会などで様々な意
見やニーズを把握し、利用しやすい公共
交通の構築に取り組みたい。
議  移動手段の問題は、圧倒的多数の市
民の関心事であり、優先的課題。目に見
える前進を来年度実現できるように準備
を進めていただきたい。

ニーズに対応し、誰もが利用しやすい
公共交通について　　川﨑五一議員※    
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一 般 質 問

議  乳幼児用の「液体ミルク」が国内で
製造、販売されるようになった。お湯の
確保が難しい災害時、赤ちゃんの命をつ
なぐ大事な栄養源となる「液体ミルク」
を備蓄に加える検討をしてはどうか。
市  「液体ミルク」は、常温で保存可能。
災害時、水、燃料等を使わず授乳するこ
とができることが利点。賞味期限と更新
サイクルが短いという課題はあるが、本
年度の計画見直し時に「液体ミルク」の
備蓄についても、使った分を補充してい
く「ローリングストック」方式の活用を
含め検討していきたい。

地域防災計画「液体ミルク」の
備蓄について　　佐井昭子議員

※
編
集
の
方
針
上
、「
～
だ
」「
～
で
あ
る
」
と
い
っ
た
文
体
に
統
一
し
て
い
ま
す
。

議  全国的に図書館が地域の課題解決や
観光、まちづくりなどの社会資源になっ
ている事例がある。田辺市でも参考にし、
図書館の充実を図れないか。
市  市立図書館周辺には、世界遺産の鬪
雞神社や南方熊楠顕彰館などがあり、市
街地活性化事業や植芝盛平翁顕彰施設を
兼ねた新武道館建設事業など、にぎわい
創出に向けた取り組みを進めている。図
書館も従来のサービス充実に加え、市内
外から多くの人が訪れるような特色ある
サービスを提供し、学びの拠点として、
まちづくりの一端を担える施設となるよ
う努力したい。

市立図書館の充実について
　　   　　 　 　　松上京子議員

議  南海トラフ巨大地震の被害想定は、国
難レベルと言われているが、危機管理・
減災対策を考える中で、総合的な取り組
みはできないか。
市  「災害から市民の生命や財産を守る」
という責務を果たすため、様々な取り組
みを行っている。防災訓練や学習会等に
よる住民の防災に関する意識の啓発も重
要である。企業と地域、それぞれが実施
する防災訓練への相互参加を呼びかける
など、工夫して災害への対応強化を図りたい。
議  災害が起きてからではなく、事前の
対策が重要。避難体制の検討や防災訓練
の充実など具体的な対策を進めていただ
きたい。

総合的な防災対策について
　　   　　 　 　　二葉昌彦議員
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一 般 質 問

議  東日本大震災で多くの障害者が犠牲
となった。大半が津波による溺死とみら
れる。文里地区のふたば第２作業所は避
難困難な利用者が多く、避難ではなく施
設の高台移転を求めている。移転先を早
急に検討すべきではないか。
市  移転先の選定について市有地に限ら
ず、ふたば福祉会と協議を進めている。
議  市土地開発公社が所有している塩漬
け状態の土地を提供できないか。
市  公平性から対応は困難と考える。市
有地に限らず、情報提供していく。
議  移転が進まず、津波で命を落とすこ
とになれば人災だ。早期対策を求める。

議 少子高齢化が進行している現状におい
て、子供だけでなく高齢者の方までみん
なが元気に過ごせる健康な街づくりをし
ていくために、公園にもっと健康遊具を
設置できないか。
市  健康遊具については、現在、扇ヶ浜の
交流広場やその他市内の公園に計１６基
あり、高齢者の方々等にも好評いただい
ている。今後の設置については、少子高
齢化が進む現状においては、子育て環境
の整備も重要なテーマの一つであるため、
子供用遊具の維持も考慮した上で、健康
の保持・増進といった福祉施策の視点も
勘案しながら検討していきたい。

文里地区の福祉作業所の高台移
転について　　　久保浩二議員

魅力ある公園づくりについて　    
　　　　  　　　　福榮浩義議員

※    

は
議
員
か
ら
の
質
問
・
意
見
、　  

は
市
当
局
の
答
弁
を
表
し
て
い
ま
す
。

市

議

　

議  市における「子ども虐待」の現状は
どうか。また、予防と防止対策はどのよ
うになされているのか。
市  市 へ の 相 談 件 数 は、 平 成 29 年 度 で
96 件、平成 30 年度で 120 件と年々増加
傾向にある。田辺市児童問題対策地域協
議会を中心として、家庭児童相談室、母
子健康包括支援センター、紀南児童相談
所、学校関係者、民生児童委員、警察、
病院等の関係機関が十分連携しながら対
応している。
議  全国各地で痛ましい事案が発生してい
る。行政、学校また地域力を生かした予
防・防止対策をしっかりとお願いしたい。

「子ども虐待」について　　　
　   　　　　　　  髙田盛行議員

※
編
集
の
方
針
上
、「
～
だ
」「
～
で
あ
る
」
と
い
っ
た
文
体
に
統
一
し
て
い
ま
す
。

 

付
託

　
議
会
の
議
決
に
要
す

る
事
件
に
つ
い
て
、
議
会

の
議
決
に
先
立
っ
て
く
わ

し
く
検
討
を
加
え
る
た
め

に
、
所
管
の
常
任
委
員

会
、
議
会
運
営
委
員
会
ま

た
は
特
別
委
員
会
に
審
査

を
委
託
す
る
こ
と
を
い
い

ま
す
。

　
付
託
さ
れ
る
事
件
は
、

議
案
、
請
願
、
陳
情
、
決

議
な
ど
議
決
を
必
要
と
す

る
事
件
の
ほ
か
、
議
会
運

営
に
関
す
る
事
項
等
で
、

必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の

す
べ
て
で
す
。



－　－

議 会 活 動 日 誌

【29 日】新庁舎整備及びまちづくり等特別委員会

【10 日】　議会運営委員会、全員協議会
【14 日】本会議（１日目）
【25 日】本会議（２日目）、議会運営委員会、

総務企画委員会、産業建設委員会、文教厚生委員会、
広報委員会

【26 日】本会議（３日目）、議会運営委員会
【27 日】本会議（４日目）、議会運営委員会、新庁舎

整備及びまちづくり等特別委員会
【28 日】産業建設委員会、文教厚生委員会

【１日】総務企画委員会
【５日】本会議（５日目）、議会運営委員会、

総務企画委員会、産業建設委員会、文教厚生委員会、
広報委員会、新庁舎整備及びまちづくり等特別委員会

【12 日】広報委員会

市議会本会議の会議録や録画映像は
インターネットからご覧いただけます

田辺市ホームページを検索

田辺市議会をクリック

次のご覧になりたい項目をクリック

会議録検索　　　議会録画配信

閲覧・検索　　　　録画映像　

ご覧になりたい本会議開催日等を選択

 田辺市ホームページ
http://www.city.tanabe.lg.jp/

 田辺市議会ホームページ
http://www.city.tanabe.lg.jp/gikai/index.htm
※表紙の QR コードからもアクセスできます。

 会議録検索ページ
http://www.kensakusystem.jp/tanabe/index.html

 議会録画配信ページ
http://www.kensakusystem.jp/tanabe-vod/index.html
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次回の「市議会だより」

11月号
（第３回（９月）定例会の報告）

　議会日程の詳細や市議会だよりの内
容等について、ご意見・ご質問等があ

りましたら、下記までご連絡ください。

　ホームページでは、議会の情報や本

会議会議録、録画映像をご覧いただけ

るほか、声の議会だよりもご利用いた

だけます。

【連絡先】
田辺市議会事務局
〒 646-8545
田辺市新屋敷町１番地
TEL  0739-26-9940（直通）
FAX  0739-25-5579　　　
E-mail:gikai@city.tanabe.lg.jp
http://www.city.tanabe.lg.jp/gikai/  

令和元年第３回（９月）定例会の会期日程（予定）

　第３回（９月）定例会の会期日程（案）をお知らせします。　
　なお、日程は諸事情により変更される場合があります。恐れ入
りますが、傍聴をご希望の場合は、議会事務局まで日時をお問い
合わせください。

※本会議の開会予定時刻は、９月４日及び 27 日が午後１時、
それ以外は午前 10 時です。

     

５
月　
　
　
　
　
　
　

６
月　
　
　

         　
　

   

７
月

　
　
　

編 

集 

後 

記

 月            日 会議の内容

９

４ 本会議１日目（関係議案の提案説明）

13 本会議２日目（一般質問）

17 本会議３日目（一般質問）

18 本会議 4 日目（一般質問、議案に対する質疑及び委員
会付託）

19 常任委員会（関係議案審査）

20 常任委員会（関係議案審査）

27 本会議５日目（関係議案に係る委員長報告、議案審議）

　　
う
っ
と
う
し
い
梅
雨
空
の
朝
、

窓
を
開
け
る
と
「
シ
ャ
ン
シ
ャ

ン
、
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
」
と
今
年

初
め
て
の
ク
マ
ゼ
ミ
の
声
。
こ

の
セ
ミ
の
声
を
聞
く
と
、
田
辺

祭
の
近
づ
き
を
感
じ
る
。
そ
の

田
辺
祭
だ
が
、
こ
こ
に
来
て
本

当
に
さ
み
し
さ
を
増
し
て
い
る
。

高
齢
化
の
あ
お
り
を
受
け
て
い

る
の
が
現
状
で
、
若
い
衆
の
参

加
が
減
っ
て
い
る
。

　
時
代
の
流
れ
と
言
え
ば
そ

れ
ま
で
だ
が
、
地
域
の
衰
退

は
祭
り
の
衰
退
、
祭
り
の
衰

退
は
地
域
の
衰
退
に
つ
な
が

る
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
田
辺

市
を
考
え
る
に
当
っ
て
は
、

伝
統
的
な
田
辺
祭
の
盛
り
上

が
り
は
最
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
か
ら
も
全
力
で
応
援
し

て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
安
達
）

広
報
委
員
会

　
委
員
長
　
　
安
達
　
幸
治

　
副
委
員
長
　
松
上
　
京
子

　
委
　
　
員
　
柳
瀬
　
理
孝 

　
　   

〃
　
　 

前
田
　
佳
世

　   

　
〃
　
　 

宮
井
　
　
章

　   

　
〃
　
　 

中
本
　
賢
治

　   

　
〃
　
　 

出
水
　
豊
数


